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１ 研究にあたって

（１）はじめに

新学習指導要領中学校社会科の「改善の具体的

事項」の中に「地図の読図や作図などの地理的技

能を身に付けさせることを一層重視するととも

に，身近な地域の調査の学習において，諸課題を

解決し地域の発展に貢献しようとする態度を養

うことができるようにする」とある。いわゆる地

図を有効に活用することで事象を説明したり，自

己の認識を論述したりする力が求められている

と同時に，地域の調査活動を通して生徒に社会参

画の態度を養うことまで求められている。

地図の活用に関しては，今年度，地理的分野は

もちろん，教科全体の中で徹底し，これまで以上

に意識して指導した。事象が関わる地図上での位

置関係を確実に押さえるとともに，地理的分野に

おいては，地形的，自然的要素と人々の生活とを

関わらせる中で，常に地図帳を活用させ，地図に

慣れ親しむことを大切にした。また，本単元「身

近な地域の調査」では，陽南校区の調査活動から

わかったことを説明，論述させるだけでなく，今

後の陽南校区をよりよい町にしていくために，何

が必要で，自分たちには何ができるのかを考察さ

せることにより，生徒が主体的に社会参画をして

いこうとする態度を養うことができるような場

を位置付けた。

（２）児童生徒の実態

日本や世界の略地図の学習では，描くための基

準を明らかにさせることで，生徒が地図の位置関

係や形をより明らかにすることができ，略地図を

描きやすい，という実感をもつことができた。ま

た，地図帳を常に活用することが定着しつつあり，

どの分野に関しても，学習の際には地図帳をもち，

分からない地名や地域名は自主的に地図帳で位

置を確認したり，その周辺の位置関係を調べたり

する姿が見られるようになってきた。

しかし，地図から読み取れる事実からどんなこ

とが考えられそうか，それが人々の生活とどんな

結び付きがありそうかまで考察することには弱

さがあるため，事実からわかることを通して，認

識を広め深めていく必要があると考えた。

（３）研究内容①②に関わる具体的な手立て

・「追究の視点」ごとのつながりを説明，論述さ

せる交流

生徒に自己の認識の広まりや深まりを実感さ

せたい。それは，社会的事象の本質の部分である

見えない側面について，根拠をもとに見極め，そ

れが見えてきたとき実感できるものである。その

ために，「追究の視点」を設定し，視点ごとの関

連を説明させていくことが，見えない側面を見極

めることにつながると考えた。「追究の視点」を

考察する際の目の付けどころだととらえ，生徒の

予想をもとに設定した。これが，生徒に習得した

内容と新たな社会的事象とを結び付け，「課題設

定」→「仮説」→「検証」→「考察」という流れ

で追究させることにつながった。視点ごとの相関

関係や順序性，発展性を生徒自身に考察させてい

くために，次のようなポイントで生徒に切り返し

の発問をし，生徒の認識を広め，深めた。

・学び方を定着させるための「学習の手引き」の

活用の工夫

生徒の地図活用能力，描図能力を高めるため

に，「学習の手引き」をもとにして，確実に地図

資料を見る目を育てることを工夫した。生徒にと

って，多くの情報源となる地図資料では，何をど

う見抜いていけばよいかが漠然とし，見る視点が

ぼやけてしまうことがある。そこで，地図資料の

どんな点を視点として，資料を活用していけばよ

いかを示した「学習の手引き」を作成し，生徒に

示すことで，生徒がつまずいた際には，常に「学

習の手引き」に立ち返りながら，自分の考えを創

り上げることができると考えた。

①主体的に地図資料に関わるための学習活動の在り方

それぞれの「追究の視点」について
・複数の視点を総合的に考察させる
・視点ごとに軽重をつけて考察させる
・視点ごとの順序性を考察させる
・新たな視点を見いだし考察させる

②地図活用能力・描図能力を伸ばす個に応じた

指導・評価の在り方



２ 授業展開（１）

【学年】中学校第１学年

【単元名】「身近な地域の調査」（全 12 時間）

【単元のねらい】

観察や調査などの活動を通して，生徒が生活している土地に対する理解と関心を深めさせるとともに，

陽南中校区の建物の多さに着目し，その種類を明らかにして略地図や分布図を作成して，産業や人々の

生活，交通の面から陽南中校区の特色がわかる。

【単元の流れ】

・地形図の読み取り方（地図記号，方位，縮尺，等高線）を知る。（２時間）

・陽南校区の調査をするための課題づくりと調査方法，調査内容の検討をする。（２時間）・・・本時１

・実際に陽南校区の調査活動として，校外学習をする。（５時間）

・調査結果をもとに，整理，分析して，陽南校区の特徴を交流しよう（２時間）

・単元のまとめ（1 時間）

【本時のねらい】

岐阜市の地形図から，土地利用の状況を読み取ることを通して，陽南校区は建物が増えている地域で

あることに気付き，調査活動のテーマを設定することができる。

【授業の流れ】（３／１２）

学 習 活 動 指導上の留意点 ◎評価規準

１．前時までの振り返りをする。

・地形図を読み取るには，地図記号や等高線を見て，その土地の様子

が読み取れることがわかった。

２．岐阜市の地形図から土地利用に着目し，気付いたことを交流する。

・岐阜市の北の方は田や畑，山が多いことが分かる。

・岐阜駅の周辺には建物が多いことがわかる。

・私たちが住んでいる陽南校区は，岐阜市の南の方に位置しているこ

とがわかる。

３陽南校区を中心に，地形図を読み取り，特徴を見つける。

・岐阜駅の南側（加納西小校区）は特に建物が密集している。駅から

離れるにつれ，建物が減り，田や畑が多くなっている。

・陽南中の東を南北に通る道路を境に，東側は建物が多く，西の方は

少ないことがわかる。

４．1970 年頃と現在の航空写真，地形図を比較し，考えを深める。

・２枚の航空写真を比較すると，建物が多く増えていることがわかる。

特に三里校区は，昔は田や畑が多かったけど，今は建物が増えてい

ることがわかる。

・建物が増えてきているのはわかるけれど，どんな建物が増えている

のか，なぜ陽南校区に建物が増えているのかはこれらの資料だけで

はわからない。その点について実際に調査してみたい。

・誰もが住みやすい陽南校区にするために自分たちで地域を見つめ，

よりよい町づくりを考えてみたい。

５．ここまでの学習から，調査学習のテーマを設定する。

・地形図や航空写真からはわからないことを，実際に調査に出かけて

調べ，よりよい陽南校区にするために何が必要か見つめたい。

６．自己の高まりを実感する。

○岐阜市全図

・岐阜市の中の様々な場所と比

較することで，陽南校区の特

徴に気付かせる。

・土地利用に加え，道路の幅や

通り方にも着目させる。

○二枚の航空写真と地形図

・地形図を見て気付いたこと

と，航空写真からわかること

をつなげ，より確かな事実を

つかませる。

○地形図と航空写真からわか

ることと，わからないことを

はっきりさせる。」

【３，４の場面】

＊地形図や航空写真からでは

わからないことがあること

を認識させ，調査活動の意味

づけと意欲をもたせる。

◎本時の評価規準

（興味・関心）

陽南校区の特徴に関心を

もち，進んで追究しようとし

ている。

【評価方法】

ノートの記述内容と発言

内容，学習カードへの記述

【課題】岐阜市の中で陽南校区にはどんな特徴があると言えるだろうか

陽南校区の変容を調べ，今後の町づくりを考えよう

岐阜市の北の方と比較して，陽南校区は建物が多い地域であることがわかっ

た。特に岐阜駅の南側（加納西校区）は建物が密集しているし，駅の南西（三

里校区）は昔に比べてすごく建物が増えていることがわかった。それはなぜな

のか，実際に調査に出かけて調べてみたいと思った。
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２ 授業展開（２）

【学年】中学校第１学年

【単元名】「身近な地域の調査」（全 12 時間）

【単元のねらい】

観察や調査などの活動を通して，生徒が生活している土地に対する理解と関心を深めさせるとともに，

陽南中校区の建物の多さに着目し，その種類を明らかにして略地図や分布図を作成して，産業や人々の

生活，交通の面から陽南中校区の特色がわかる。

【単元の流れ】

・地形図を読み取り方（地図記号，方位，縮尺，等高線）を知る。 （２時間）

・陽南校区の調査をするための課題づくりと調査方法，調査内容の検討をする。（２時間）

・実際に陽南校区の調査活動として，校外学習をする。 （５時間）

・調査結果をもとに，整理，分析して，陽南校区の特徴を交流しよう（２時間）・・・・・・・本時２

・単元のまとめ（1 時間）

【本時のねらい】

観察結果や統計資料などを地図化したり，グラフ化したりすることで，調査結果を整理して結論をま

とめることができる。

【授業の流れ】（１０，１１／１２）

学 習 活 動 指導上の留意点 ◎評価規準

１．前時までの振り返りをする。

・調査を通して，いろいろなことがわかった。それを整理して，結論

を明らかにしたい。

２．班ごとに調査結果を整理・分析する方法を知り，まとめを行う。

・陽南校区に建物が増えているのは，岐阜駅に近く，他の地域とつな

がる大きな道路が通っている。交通網が発達していることから，通

勤・通学に便利で，生活しやすいからであることがわかった。

・調査してきたことをわかりやすくまとめ，交流の資料にしよう。

３．今後の陽南校区はどうなっていくか，またどんな陽南校区にした

いか考え，自分たちには何ができるかを，班ごとに意見交流する。

・建物が密集している加納西校区と，これからさきもっと建物が増え

そうな三里校区から成るのがこの陽南校区だ。岐阜駅が近く，生活

するのに便利な校区なので，きっとこれかうと思う。その分，田や

畑が減ったり，緑が減ったりして環境が悪らも建物が増え，人口も

増加していくだろ化していくことも考えられる。私たちにできるこ

とはないか考えていきたい。

・岐阜市内を見ても，建物が密集し，多くの人が集まる陽南校区だと

思う。これから先，人口がもっと増えても，誰もが安心して暮らせ

る地域にしていきたい。そのためには，となりの人や近所の人と仲

のよい地域にしていきたい。

４．自己の高まりを実感する。

○陽南校区の住宅地図

○デジカメの写真

○取材メモ

○グラフのつくり方

（教Ｐ６０）

○統計地図のつくり方

（教Ｐ６１）

○イラストマップのまとめ方

（教Ｐ６２）

○パンフレットのつくり方

（教Ｐ６３）

○まとめの際には，作成した校

区の地図を有効に活用させ

るようにする。

○これからの陽南校区はどう

なっていくか，どんな陽南校

区にしたいか考えさせる。

【３の場面】

○校区に暮らす一員として社

会を形成する一人として自

分たちになにができるかを

考えさせ，発表会で自分の考

えを交えながら論述できる

ようにさせる。

◎本時の評価規準
【評価規準】（資料活用・表現）

観察結果や統計資料などを地

図化，グラフ化したり，自分の考

えを交えたりしながら，整理して

まとめている。

【評価方法】

班交流の内容，まとめの資料，

原稿の内容

例：【グラフのつくり方】を使って

・岐阜市の人口の増加率と，陽南校区

の人口増加率をグラフで表す。

例：【統計地図のつくり方】を使って

・住宅が密集している地域を地図上に

表現し，加納西校区だけでなく，三

里校区にもそれが広がっているこ

とを明らかにする。

例：【イラストマップのまとめ方】を使って

・岐阜駅の南，小中学校や高校が近いこ

と，様々な店があることを表現する。

例：【パンフレットのつくり方】を使って

・立地条件を生かし，建物が増えて

いる校区を紹介するパンフレット

を作成する。

調査を通して明らかになったことを，整理・分析してまとめよう

課題解決に向けて，地図を使ってまとめることができた。これからの陽南校

区はきっともっと建物が増えて発展していくと思うけど，人とのつながりを大

切にして，誰もが安心して暮らせる陽南校区にしていきたいと思った。物も心

も発展した地域にしたいと自分は思う。
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３ 実践のまとめ

（１）個に応じた指導・評価（Ａさん）

授業展開 1 では，岐阜市の地形図と航空写真を

活用して，陽南校区を中心とした地域の特徴をつ

かむ活動を行った。地形図を読み取る際には，生

徒一人ひとりが付箋を用い，地図記号で特徴が分

かる部分や，地形図から分かる地域の特徴を掴む

ことができる部分にメモをしながら貼り付けさ

せた。また，学習の手引きを活用させながら，自

分にとって必要な情報を手引きから入手する学

習を位置付けた。授業の導入時には地形図を眺め

ながらどこからどんな特徴を考えればよいのか

とまどっていたＡさんが，付箋が増えていくにつ

れ，自らの学習成果が足跡となって残っているこ

とへの満足感と，そのメモをもとに根拠を明確に

して自分の考えを創り上げることができた。

また，地形図と航空写真を比較し，考えを深め

させていく場面では，1970 年代の航空写真と

1990年代2000年代のそれぞれの航空写真を比較

させ，「交通網の発達」「土地利用の変化」「建物

の増加」といった視点で追究させた。それぞれの

追究の視点から考察させる中で，追究の視点ごと

のつながりを説明，論述させることで，Ａさんの

課題に対する考察の中で，はじめは見えなかった

側面が，次第に明らかになっていく様相が見られ

た。その中で，地形図や航空写真でそれぞれの追

究の視点に関わる考察や予想が明らかになるに

つれ，どうしても解決できないことが出てきた。

そこで，学習の出口では次のような感想を述べた。

交通網の発達によって建物がその周辺部で広

がってきたことは分かった。特に，岐阜駅周辺や

国道 21 号線の周辺，４車線道路などの周辺では

急激に増加し，地域の南西部にどんどん広がって

きている。以前は水田などで利用されていた三里

地区でも，現在は大半が建物に利用され，水田は

ほとんどなくなりつつある。しかし，地形図や航

空写真では建物の増加や土地利用の変化は分か

っても，その建物が何で，交通網との関係がどう

あるのかを考えることはできないので，実際の目

で調査をしてはっきりさせたいと思った。

生徒はＡさんのような疑問をはじめ，それぞれ

が学習の中で疑問にもったことをもとに，グルー

プごとに学習課題を設定し，調査活動を行った。

また，調査活動の中でわかったことや交流したこ

とを新聞形式やマップ形式でまとめる学習を位

置付け，整理・分析してまとめる活動を行った。

（２）児童生徒の変容（A さん）

自ら設定した課題に対して調査活動を終えた，

Ａさんは次のような振り返りをしている。

岐阜駅や大きな道路の周囲では，どのような建
物が多いのか，地域の特徴を調べました。私の予
想では人々の移動などが便利なように住宅やマ
ンションが多くあると思っていましたが，実際に
現地で確かめてみると思った以上に商店などが
多かったことがわかりました。大きな道路沿いに
は遠くからでも見えるように大きな看板や目立
つ店のつくりがしてあったり，駐車場を大きく取
っているところがあり，これが大きな道路沿いや
駅周辺の特徴だと思いました。また，商店の近く
を調査していると，大きなトラックなどが出入り
している場面をいくつも見ました。これは小さな
通りや入り組んだ場所ではなかなか出入りでき
ないものだと思います。それだけに，駅周辺や大
通り周辺の商店などに使われている土地利用の
特徴を知ることができたと思います。

（３）成果と課題、課題解決の方途

・課題に対する予想から，「追究の視点」を明確

にして課題追究させたり，社会的事象の意味や

関連を，根拠を明確にして説明，論述させたり

したことで，前時までに習得した知識，概念を

もとに根拠を明確にして語ったり，それらを再

認識したりする生徒が増えた。

・地形図の読み方などの「学習の手引き」を活用

させたり，岐阜市の地形図を活用する際に，付

箋を使って地域の特徴をつかむ際の足場にさ

せたりしたことで，地形図に対する興味，関心

を高め，地図活用能力を高めることにつなげる

ことができた。

・単元の学習を通してわかったことや，自ら調べ

たことについて，学習成果を確かめる場で描図

能力を生かしながらマップづくりをしたり，単

元のまとめをしたりする活動を充実させてい

く必要がある。そのために，どんな内容を単元

のまとめとして表現していけばよいのか，生徒

が思考の流れをどのように焦点化していけば

よいのかを明確にさせていきたい。
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４．参考資料

【資料１】岐阜市の地形図「5 万分の１」を使って，岐阜市全体の特徴をつかんでいく。＜授業の様子＞

付箋を活用し，地図記号で特徴がつかめるもの，地形的な特徴がつかめるものを記録していく。

４ 参考資料

【資料２】学習の手引き「※一部抜粋」

授業の中で活用する「学習の手引き」

地図の見方や地形図の見方，地図と

グラフを関わらせてみる見方など，一

年生の生徒にとって，基礎的・基本的

な資料活用の技能を養っていくため

に，どのように資料を見たり，どんな

目のつけどころを大切にしたりすれば

よいのかを示した手引き。

生徒は必要に応じて，自分の学習に

必要な学習の手引きを活用しながら，

自分の考えをもったり，仲間の考えが

どのようにつくられたのかを明らかに

していく。
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【資料３】陽南校区を中心とした航空写真＜左から 1970 年代→1990 年代→2000 年代＞

【資料４】航空写真の比較から地域の様子の移り変わりを比較し交流する授業の様子

【資料５】身近な地域を学習し，自ら課題を設定して追究

した生徒の新聞＜発展的な学習の位置付け＞

「※一部抜粋」
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１ 研究にあたって

（１）はじめに

分布図研究会の研究実践三年目を迎える。

昨年度までは、「身近な地域」の教材をもとに、

地形図の読み取りや新旧比較、追究してきた

ことをもとにテーマを決め、レポートにまと

める学習を展開してきた。

学習活動の中で、指導・援助として補助資

料を活用したり、活動の見通しをもたせ、個

に応じた具体的な投げかけをしたりしてきた。

それにより、生徒主体による追究活動となり、

資料を読み取る力、図案を考えてまとめる力、

対照的に見る見方・まとめ方が身に付いてき

た。

今年度は、「世界の国々の調査」の一事例と

して、「世界との結びつきを強めるフランス」

を取り上げ、比較・関連の視点から追究して

いく学習活動を展開していくこととする。

新学習指導要領が出され、「世界の諸地域」

については、各州に暮らす人々の生活の様子

を的確に把握できる地理的事象を取り上げ、

それを基に主題を設けて、それぞれの州の地

域的特色を理解させることがねらいである。

ヨーロッパについては、主題例として、「EU

の発展と地域差」とし、EU 加盟国では、政

治・経済的結合が人々の生活にどのような影

響を与えているかという問いをたて、地域的

特色を理解していくように明記されている。

こうしたことを踏まえ、今回の実践において

は、次のような指導計画をもとに行っていく。

【指導計画の概要】

①生活経験や主題図をもとに、単元の見通し

をもたせ、単元を貫く課題を設定する。

②観光客数、労働者の移動、農業、工業、

EU の歩みの視点から、フランスと周辺諸

国の結びつきをとらえる。

③②で学習してきたことを関連させてマッ

プを作成し、周辺諸国との結びつきについ

てまとめる。

（２）児童生徒の実態

「多様なすがたをもつアメリカ」では、

気候と人口分布の主題図をトレーシングペ

ーパーでトレースし、重ね合わせたり、雨温

図と農業分布の広がりを関連させたりして

アメリカの人口分布や農業の特色をとらえ

ることができるようになってきた。また、自

主学習において、ノートにアメリカの国土を

描図し、農業や工業、貿易にかかわる学習を

まとめることができるようになってきた。

アメリカの学習後、「世界一の人口をもつ

中国」では、世界一の人口を支える産業につ

いて追究し、アメリカの農業や工業、貿易と

比較したり関連させたりして考えていくこ

とができるようになってきた。

（３）研究内容①②に関わる具体的な手だて

フランスの学習では、「比較」・「関連」の

視点から、「世界との結びつき」をとらえる

ことができるような手だてをもつ必要があ

る。

①主題図や地図をもとに、世界またはヨーロ

ッパにおけるフランスの位置をとらえる

ようにする。

主題図においては、円グラフの大きさと

数値、地図においては、ヨーロッパにおけ

るフランスの地理的位置に着目させるこ

とで、観光客数が多いこと、農業がさかん

であること、ヨーロッパの中心に位置し、

周辺諸国と交通網で繋がっていることが

捉えられるようにする。

②比較・関連させる社会的事象を絞り込み、

マップにまとめるようにする。

指導計画②の中から、どのような視点で

どのように表すとよいのかをはっきりと

させて見通しをもってまとめることがで

きるようにする。
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２ 授業展開

【学年】中学校第２学年

【単元名】比較や関連の視点から調べよう 「世界との結びつきを強めるフランス」（全８時間）

【単元のねらい】

産業がさかんで世界の人々を引きつける魅力をもつ文化施設が豊富なフランスが、EU を立ち上げ経

済的・政治的な面でヨーロッパ諸国が協力しあう関係を築くことで、EU 全体で日本やアメリカ合衆国に

対抗できる経済力をつけようとしていることが分かる。

【単元の流れ】

・フランスはどのような特色をもった国なのだろう（実践事例１）（１時間）

・なぜフランスに世界中から人々が集まるのだろう（１時間）

・なぜフランスは、北海道より高緯度なのに農業生産がさかんなのだろう（１時間）

・なぜフランスは、航空機生産を EU 諸国と共同で行うのだろう（１時間）

・なぜフランスは、歴史的に戦争で戦った国と共同体を築き、EU に加盟しているのだろう（１時間）

・フランスの地域的特色について地図にまとめよう（実践事例２）（２時間）

・これからの EU について考えよう（１時間）

《実践事例１》

【本時のねらい】

フランスのあらましや主題図をもとに、単元を貫く課題を設定することができる。

【授業の流れ】（１／８）

学 習 活 動 指導上の留意点 ◎評価規準

1 フランスについて知っていること、あらましを交流する。

・凱旋門やベルサイユ宮殿等文化遺産が有名である。

・フランスは、ヨーロッパの中心に位置し、多くの国と接している。

・面積はヨーロッパでは一番である。

２ 主題図や諸資料から特色を読み取り、交流する。

・小麦の生産が世界では５位、ヨーロッパでは１位である。

・チーズの生産量は、世界３位、ヨーロッパでは２位である。

・自動車の生産が世界では６位、ヨーロッパでは２位である。

・農業や工業の生産量が多いことから、産業がさかんな国である。

・観光客数が世界一であることから、世界の人々 を引きつける魅力が

ある。

・東ヨーロッパやトルコ、地中海に面した北アフリカの国々 から外国

人労働者として流入している。

・E C の頃から他のヨーロッパの国々 と共同体を組み、現在ＥＵに加

盟している。

３ 単元を貫く課題を設定する。

ＥＵの中のフランスは、周辺諸国とどのような結びつきを

もっているのだろうか。

◇ヨーロッパ州の地図

◇小麦生産量

◇チーズの生産量

◇自動車生産台数

◇主な国の観光客数

◇ヨーロッパに流入する外国人労働者数

※円グラフの大きさや数値をもとに

具体的にどれだけ違うかを比べる

ことで、世界またはヨーロッパ州

におけるフランスの位置に着目で

きるようにする。

◎本時の評価規準

フランスのあらましや特色について、意

欲的に追究しようとしている。

＜関心・意欲・態度＞

【課題】

フランスはどのような特色をもった国なのだろう
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《実践事例２》

【本時のねらい】

フランスと他地域との結びつきをテーマに、これまで学習したことを関連づけてマップにまとめるこ

とができる。

【授業の流れ】（６／８）

学 習 活 動 指導上の留意点 ◎評価規準

1 これまで学習してきたことを振り返り、自分のテーマを決める。

・EU の学習で航空機生産のところで周辺諸国と共同生産している

ことを学んだ。また、それに伴う貿易のことを付け加えてまとめ

てみようかな。

・外国人労働者は、自国よりも豊かな所得を求めてやってきている

ことを学んだ。産業と関連させてまとめようかな。

２ マップにする上で、どんなことに気をつけて表現するとよいかを

交流する。

・フランスと周辺諸国の関係を表すには、フランスとその周りの国

土を描くことから始めないといけない。曲線があるので、正しく

描くためにはカーボン紙を使ってなぞる。

・統計資料に関する凡例を作り、高い数値は暖色、低い数値は寒色

にし、色を決めて丁寧に塗る。

・結びつきが分かるようにするために、国と国の関係を矢印で結ん

だり、記号を作ったりして表す。

・貿易額の違いを表すために、棒グラフに表して違いが分かるよう

にする。

・地図を大きく描いて一つの視点について表した場合は、トレーシ

ングペーパーで上からもう一つの視点についてまとめたものを重

ね合わせればよい。

３ テーマに基づく資料を活用し、構成を考えてマップを作る。

＜主なテーマ＞

・EU と工業生産

・労働者の移動と所得の関係

・文化と観光客数

・フランスの気候と農業

ほか

・これまで学習してきた観光、

農業、工業、交通網、外国人

労働者、EU の中から、２つ

の事象を関連させてマップ

にすることを確認する。

・ 略地図やグラフの作り方

については、既習内容を振

り返り、どんなことに気を

つけて描くとよいかを確

認する。

・カーボン紙を使って描図して

いる様子

【資料１】

・凡例を決めて、着色している

様子

【資料２】

・EU と航空機生産を関連させ

てまとめたマップ

【資料３】

・労働者の移動と所得の関係を

関連させてまとめたマップ

【資料４】

◎本時の評価規準

学習してきたことをも

とにテーマを決め、２つの

事象を関連させてマップ

に表している。

＜資料活用の技能・表現＞

【課題】

フランスと他地域との結びつきについて、２つの視点を

関連させてマップにしてまとめよう。
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３ 実践のまとめ

（１）個に応じた指導・評価（A さん）

①主題図や地図をもとに、世界またはヨーロッパに

おけるフランスの位置を捉えるようにする。

フランスの地理的位置を捉えるために、ま

ずヨーロッパ州の地図を提示した。その際、

どの国と接しているのかを調べることにし

た。ドイツやスイスとは国境線で接している

ことにはすぐ気付くことはできた。そこで、

「海を越えて接している国はないか」と問う

ことにした。すると、イギリスとは鉄道で繋

がっていることや地中海を越えると、アフリ

カ州の国々があることに気付くことができ

た。また、ヨーロッパの国々の中における面

積や人口を比べるときは、他の国の何倍、あ

るいは日本の何倍かを話させるようにし、具

体的な数値に着目しながら比べることがで

きるように促した。

②比較・関連させる社会的事象を絞り込み、マップ

にまとめるようにする。

EU と航空機生産のことをテーマにマップを

作ることを決め、どのように表すとよいかで悩

んでいた。

そこで、これまでの学習で活用した資料から

活かせないかと一緒に航空機生産について学

習した教科書の図を見直すことにした。しかし、

航空機のどの部分がどの国かについては示さ

れているが、つながりを表すには活かすことが

できないと考えた。

フランスと関係諸国とのつながりを示す資

料はないかと次に、地図帳に EU と航空機生産

のことがないかを確かめることにした。すると、

工業の分野についての資料があり、航空機に関

する凡例もあった。組み立てと胴体、つばさと

マークを作れば分かりやすいことや地図上に

関係する国とフランスのつながりが分かるよ

うな地図を描けばよいと考えた。

EU で生産することの利点を表すためには、

貿易額の棒グラフを活用し、違いが分かるよう

にすればよいのではないかと促した。

（２）児童生徒の変容（A さん）

フランスのあらましから、農業、工業、EU

を学習し、航空機生産と EU についてまとめる

ことにした。まず地図を描くときは、海岸線や

国境線を正しく描きたいため、カーボン紙を活

用して、丁寧に描図した。その上で、組み立て、

胴体、翼、パイプラインの凡例を決め、矢印や

線でつながりが分かるようにした。

また、隣接する EU の国々と共同で作る理由

を技術・資源の共有、コスト削減、交通網の発

達からまとめることができた。

その上で、EU で行うことが日本やアメリカに

勝てる経済力をもつことにつながるという単

元での出口に至る結論を導くことができた。

始めはファッションや料理、ワインといった

イメージでいたが、産業が盛んな理由を自然的

条件や社会的条件と関連させ、さらにはアメリ

カや日本という経済的にも力のある国と比較

させたまとめをすることができ、フランスの産

業のすごさや、EU という地域統合のよさを感

じることができるようになった。

（３）成果と課題、課題解決の方途

○地図や統計資料を読み取るときに、どんなこ

とに気付かせたいかを明らかにして行うこ

とができた。ただ単に多い、少ない、狭い、

広いという端的、抽象的な発言から、具体的

に比較して考える生徒を育てていくことが

大切であると考える。

○マップを作成するときに、事前に見通しを持

たせることが、丁寧なマップ作りつながった。

特に、凡例の作り方や地図の描図が大切であ

る。カーボン紙や地図帳の活用が大きい。

▲EU と関連させて産業について多くの生徒が

まとめていた。EU に関する問題点や今後の

展望というところまで踏み込んだマップづ

くりができると未来を見据えた見方が育つ

と考える。
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４ 参考資料

【資料１】カーボン紙を使って描図している様子

【資料２】凡例を決めて、着色している様子
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【資料３】EU と航空機生産を関連させてまとめたマップ

【資料４】労働者の移動と所得の関係を関連させてまとめたマップ
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１ 研究にあたって

（１）はじめに

1 年生で実施した地理的分野（２）日本の様々な

地域 エ「身近な地域の調査」の学習では，羽島市

中央中校区の交通網や土地利用の様子を 1/25,000

の地形図からつかみ，その後，校区内の観察や調査

活動を通して地域的特色をとらえた。

本単元，公民的分野（３）わたしたちと政治 イ

民主政治と政治参加における「地方の政治と自治」

の学習は３年生で実施する。前述の身近な地域の調

査の学習が既習内容として，羽島市を題材にした地

方自治の学習に生きてくると考えられる。

本単元に関わって，学習指導要領（H20.9）では以

下の目標が示されている。

地方自治の基本的な考え方について理解させる。その

際，地方公共団体の政治の仕組みについて理解させるとと

もに，住民の権利や義務に関連させて，地方自治の発展に

寄与しようとする住民としての自治意識の基礎を育てる。

また，内容の取扱い(ア)調査や見学などを通して具

体的に理解させることと記されている。

生徒は６月に羽島市議会の傍聴を行った。会議で

は，市議会議員が市長や行政機関に対して質問や意

見を述べ，それに対して答弁をする場面を見学した。

羽島市南部の環境クリーンセンターの活用状況，北

部と南部の都市開発等，地域的特色が色濃く見られ

た議会であった。また，市議会議員の方々が，羽島

市全体を俯瞰して市全体からの立場，それぞれの地

域の代表者としての立場など，さまざまな立場や要

因が重なって市の課題が生まれていることを感じた。

羽島市の地方自治の学習を通して，市議会と市長

を中心とした行政が，住民のために地方自治を進め

ていることを，「羽島市全体の歴史的歩み」，「各地域

からの要望」，「住民活動」，「各年齢からの立場や考

え」，「社会状況や背景」等の，地域的特色の視点か

らとらえさせたい。そして，それらが相互に関連し

合って地方自治の活動が行われており，地域住民と

して住民の積極的な参加が重要であることに気付か

せたい。また，地図や分布図の活用，地図化の工夫

を柱にして，地域的特色をとらえる視点や方法の習

得も重視していきたい。

（２）児童生徒の実態

地理的分野，歴史的分野における地図の活用や地

域の特色について，県学習状況調査やアンケート等

から実態を調査した。

① 県学習状況調査（H20 年度の正答率％）

・フランス地形図の読取り…72％（県平均比＋6％）

・気温や降水量から日本の気候の地域差…50％（県平均比＋12％）

・都道府県の位置 …56％（県平均比－１％）

・中国の貿易の特色をグラフから判断 …59％（県平均比＋0％）

・マレーシアの人々の様子の課題づくり…53％（県平均比－21％）

・中国の人口抑制を説明 …53％（県平均比－21％）

② 地図・分布図を活用した学習の感想

・交通，農作物，工業生産等，どこに，何が，どのくらい

あるのか，地図・分布図を使うと分かりやすい。

・地図・分布図の読取りができるようになり，面白い。

・発表で地図・分布図を使うと一目で分かり，発表しやす

い。また聴きやすい。

・文章で書くよりも自分の意見を示しやすい。

③ 課題

・課題追究のために，必要な地図や分布図の選択や作図を

することが難しい。

・課題追究のために地図や分布図を活用して，論理的に説

明することが苦手である。

1，2 年生の地理的分野の学習では，日本や世界の

地域的特色をつかむために，地図や分布図等を活用

した。歴史的分野の学習では，歴史的な事象や事件，

歴史的建造物等の位置や社会的影響の広がり等を，

地図を使って確認した。3 年生の公民的分野「人間

の尊重と日本国憲法」の学習（大阪空港訴訟，長崎

市長襲撃事件など）では，社会的な事象に関わる位

置や社会的影響の広がりを地図で確認した。

本単元「現代の民主政治と社会」では，国会や国

の行政機関，最高裁判所など国の中枢機関が，東京

都の都心部に集中し，政治の中心であることを確認

した。そして，地方自治の学習では，「身近な地域」

で学んだ羽島市の地形や土地利用を活用して，都市

化の方向や交通網の広がり，地域の自治的活動等，

地方自治について学ぶ。

（３）研究内容に関わる具体的な手立て

・主体的に地図資料にかかわるための学習活動の在り方

・地図活用能力・描写能力をのばす個に応じた指導・評価

の在り方の工夫

以下の 2 点から研究実践する。

① 基礎的・基本的な知識や技能を定着させ，地図

を活用させるための指導

社会科の４観点【①関心・意欲，②知識・理解，③資料活

用・技能表現，④思考・判断】から，単元における単位時

間の役割や位置付けを行う。【資料活用・技能表現】

に焦点をあてた授業では，各種資料や地図を読取っ

たり，課題追究の根拠として説明したりすることに

重点をおいて指導する。

本単元「現代の民主政治と社会」の学習では，ま

ず地方自治の活動の一例として，琵琶湖の環境保全

を取り上げる。ここでは，近畿地方の土地利用図か

ら，都市部の広がりや交通網から琵琶湖の環境悪化

の影響の大きさをとらえさせる。次に，羽島市住民

として身近な地方自治を学ばせる。羽島市の地形や

土地利用を地図や都市計画図を概観させる。そして，

岐阜県の市町村合併状況，羽島市総合計画や住民ア

ンケート，羽島市の予算，市政懇談会報告等を地図

や資料を使い，「地方分権によって，羽島市はどのよ

うな政策がすすめられているのだろう。」と課題を設

定して羽島市の政策を追究させる。

② 社会事象の意味やかかわりを明確にしたり，

人々の生き方を考えたりする指導

課題追究学習では，大まかに次のような流れで指

導する〔①課題設定②課題追究の見通し③個人追究④小

集団交流，全体交流⑤学習のまとめと個人の振返り〕。小

集団・全体交流では，課題追究の根拠となる地図や

諸資料を提示しながら話すことや，具体的な事実や

自分の言葉で説明したりすることを大切にさせる。
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２ 授業展開

【学年】中学校第３学年

【単元名】 現代の民主政治と社会「地方の政治と自治」（全１５時間）

【単元のねらい】

民主政治を推進するためには，公正な世論の形成と国民の政治参加が大切であることがわかる。また，

地方自治の基本的な考え方や地方公共団体の政治の仕組みについて理解し，国会を中心とする我が国の

民主政治の仕組みのあらましや法に基づく公正な裁判の保障があることを理解する。

【単元の流れ】

・人々の意見を政治に生かす（１時間）･･･【本時１】

・民主主義とは・選挙のしくみと課題・政治参加と世論（２～４時間）

・政党と政治・議会制民主主義と国会のはたらき（５～７時間）

・行政と内閣・現代の行政（８，９時間）

・法を守る裁判所・裁判の種類と人権・三件の抑制と均衡（１０～１２時間）

・わたしたちと地方自治（１３時間）・地方分権と住民参加（１４時間）・・・【本時２】

・単元のまとめ（１５時間）

【本時のねらい】

政治に対する願いや要望を話し合うことを通して，政治と国民の生活のかかわりに関心をもち，単元を貫

く課題を設定することができる。

【授業の流れ】（１／１５）

学 習 活 動 指導上の留意点
１ 滋賀県の琵琶湖の環境問題について，資料をみて交流しよう。

・滋賀県には，日本１大きい琵琶湖があるが，高度経済成長期を経て 1977 年には大

量の「あおこ」や「赤潮」が発生して，魚介類に大きな影響を与えるようになっ

た。

・滋賀県の人々は，琵琶湖の環境を守るためにさまざまな取り組みを進めてきた。

2 本時の課題を確認する。

３ 課題に対し追究し，全体で交流する。

・琵琶湖の富栄養化に対して，有りん合成洗剤をやめようとする声が広がり，市

民運動となって，そこから琵琶湖の環境問題の取組へと高まっていった。1979

年，滋賀県は琵琶湖富栄養化防止条例を制定し，県全体の活動を進めた。

・住民一人一人の想いが政治に生かされたからこそ，企業や団体までも一丸とな

って取り組む県全体の動きをつくりあげることができた。

４ 身近な生活の中で「人々は政治にどんな願いをもっているか。」を交流し，

単元を貫く課題をつかむ。

・誰もが豊かな暮らしができるようにしてほしい。（便利・快適・環境など）

・平等な社会を目指し，一人一人の意見を政治に反映してほしい。

・健康で文化的，そして安心して生活できる社会にしてほしい。

・そのために，道路や鉄道等交通の整備，公園，文化施設，緑化整備，警察や消

防，治水などの安全対策，祭りやイベント等の活気のある街づくり・企業誘致

や産業の活性化や雇用対策など，政治に対して様々な要望がある。

【単元を貫く課題】より豊かな生活を実現させるためには，国や地方の政治に

どのように参加していけばよいのだろうか

５ 本時のまとめをする。

・県や市などの地方公共団体では，地域住民の要望に応えるために，生活に結び

ついた様々な仕事を行っている。羽島市ではどんなことを行っているのだろう。

・国や地方の政治では，道路や橋をつくったり，学校や図書館などの施設を設置したり，

福祉，地域経済の発展，環境を守ること等の仕事を行っている。わたしたちの願いと政

治は密接に関係しているのだ。

・国や地方の政治は，どのような仕組みで，どのように行われているのか，調べ

てみたい。

・近畿地方の地図【資料１】

・滋賀県のﾎﾟｽﾀｰ

・琵琶湖の水質改善に取り組む住民

・琵琶湖富栄養化防止条例【資料２】

・条例に実施を知らせる垂れ幕

・国民が政治に期待すること

・まちの将来像について

（新しいまちづくりアンケート

平成 15 年 6月の羽島市）

【課題】滋賀県では，琵琶湖の環境を守るために，どのような取組みを進め

たのだろう。

評価規準

滋賀県の琵琶湖の環境保

全の活動を通して，国や地方

公共団体の政治と国民や住

民とのかかわりについて関

心をもち，住民が期待する政

治について考えようとして

いる。

【関心・意欲】
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【本時のねらい】

地方自治体（羽島市）の政治は，市長を中心とする行政機関と議員によって構成される議会の二つの

機関を通して，住民の意思を直接反映するしくみであることがわかり，住民として積極的に地方政治に

参加することが地方自治を守り,強いては住民の権利をも守り，豊かな生活を保障することがわかる。

【授業の流れ】（１４／１５）

学 習 活 動 指導上の留意点

１ 前時の振り返りをし，本時の課題をつかむ。

・地方自治体の政治は，首長を中心とする行政機関と地方議会によって決

定される。国の政治のしくみを小さくしたようなものだ。

・1999 年，地方分権を実現していくための関連法案が出された。地方自治

体に合わせた独自の政策ができるようになった。

・他の市町村では財政対策もあって合併を進めてきたが，岐阜市と合併を

しなかった羽島市は，どのように政策をおこなっているのか調べたい。

２ 課題に対して様々な資料から追究し，全体で交流する。

【羽島市施策の方針】

・少子高齢化の波が羽島市にもおしよせ，厳しい財政状況の中で，財政の

健全化が強く求められている。

・重点施策の「自立した元気なまち・羽島」につながる「将来に向けての

都市基盤整備」や「子育て環境の充実」等に重点をおいた予算編成を行

っている。

【地方財政】

・羽島市では，平成 16 年度，市債残高 214 億 3000 万円が，平成 20 年度

には，180 億 1500 万円となり，４年間で 34 億 1500 万円減少させた。

・羽島市の予算総額は約 408 億円で，国民健康保険や老人保健・介護保険

などの福祉関係，上下水道事業，駅やインター周辺の区画整理事業の生

活に直接かかわる事業に対して，お金をたくさん使っている。

・歳入では，市税等の自主財源が 6 割，残りの 4 割は地方交付税や国庫支

出金，市債などの依存財源となっている。

・歳出では，職員数を減らして人件費を 8261 万円減らしている。反対に

社会保障関係費を 2 億 2800 万円増加している。また，学校の耐震補強

に 4 億 7000 万円増の 21 億 8000 万円となった。

【施策の独自性】

・このように，羽島市では市債を返還したり，職員の数を削減したりして，

財政の立て直しを図り，将来に不安を残さないようにしているのだ。

・人口ピラミッドの 60～64 歳の人口が一番多いことからもわかるように，

羽島市は高齢社会になり，社会保障関係費等福祉の充実を図っていく。

・羽島駅やインター周辺の整備をすることで，交通網や産業の発展を目指

して，将来の羽島市の活性化を図っている。また，上下水道の整備や学

校の耐震補強は，今，羽島市住民が早急に取り組んでほしい政策である。

３ 住民からは様々な要望があるが，このような政策を優先しているのは

なぜか，地域住民の意識や取組の重要性について考える。

・市の財政には限りがあり，住民による市税が基本となっている。羽島市

では，生活に密接にかかわること，将来に向けた投資的な施策を優先さ

せている。

・さらに，「地域のことは地域の手で…」と地方分権を進め地域の独自性

を高めるためにボランティア活動などの住民の協力を求めているのだ。

４「学習のまとめと感想」を書き，本時の学習を振返る。

・羽島市では，財政の健全化を図りながら，住民に直接かかわることや将

来の羽島市に向けた政策を優先的に行っている。地方分権によって，そ

の地方に合わせて，住民の手で政治が進められようとしている。

・少子高齢化社会によって，財政的な課題もみられる中で，住民の要望に

応えられず，不便な面が出てくるのではないか，心配な面もある。

・地方公共団体の執行機関と議

会の関係（教科書）

・地方自治とは？

-学校に見る地方自治‐

(公民資料集)

・岐阜県内の合併状況【資料３】

・財政の健全化と必要な事業へ

の重点的な配分（羽島市公式 WEB

サイト）

・地域の現状に対する評価

・羽島市土地利用図【資料４】

・都市計画図，農業振興地域整

備計画図

・平成 20 年度会計別当初予算

（羽島市）

・平成 20 年度一般会計当初予算

の性質別内訳（羽島市）

・羽島市第五次総合計画

・人口ピラミッド

以上の資料を教室に掲示し，交

流の場で活用させる。

・羽島市都市計画区域総括図

・「平成 20 年度，市政懇談会の

結果報告」から，重点施策と

住民の意識を比較させる。

評価規準

・羽島市政の動きを様々な資

料を活用して調べ，地方自治

体の政治が，住民の意思を直

接反映するしくみで行われ

ていることを，住民の立場で

意見を書くことができる。

【資料活用・技能表現】

【課題】地方分権によって，羽島市はどのような政策がすすめられるようにな

ったのだろう。
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３ 実践のまとめ

（１）基礎的・基本的な知識や技能を定着させ，

地図を活用させるための指導を通して

・個に応じた指導・評価（Ａさん）

第１時「人々の意見を政治に生かす」の学習で

は，琵琶湖の環境問題や都市化の広がり、交通網

の様子をとらえるために近畿地方の地図や琵琶

湖の汚染状況の図を提示した。

Ａさんは，琵琶湖の水質汚染の状況が、昭和 55

年から平成５年までは，次第に改善されてきれい

になってきたが，その後の平成 12年にかけて再

び悪くなり汚染が広がっていることや，琵琶湖北

部よりも南部の方が悪化していることに気付い

た。その理由を，工業の発展時期や県庁所在地・

大津市が位置し，交通網が集中する人口の多い都

市部であることから考えた。

そこで，滋賀県の山地，河川，平野等が示され

た地形図を提示し，琵琶湖周辺の地形と川や湖の

水の流れる方向に着目させた。Ａさんは，琵琶湖

周辺は，西部の比良山地，東部の鈴鹿山地，北部

の伊吹山地の三方からいくつもの河川が琵琶湖

に流れ込んでおり，南部の瀬田だけが琵琶湖から

流れ出ていることに気付いた。その瀬田川は，京

都盆地から大阪平野を通って，淀川として大阪湾

に流れる出ることから，標高の違

いに気付いた。琵琶湖へ入ってく

る汚染は，水の流れと一緒に一つ

だけの出口である南部に全てた

まっていくことをつかんだ。

次に，滋賀県の PRポスター

「Mother Lake 母なる湖・琵琶湖」

を提示して，「滋賀県が琵琶湖を Mother Lake と

呼んで PRするのは，なぜか。」と課題を設定した。

生徒は,美しい琵琶湖を観光名所としてアピール

するために，県外に向けたＰＲであると予想した。

Ａさんは，琵琶湖の汚染の原因から，琵琶湖が滋

賀県民の工業用水や生活用水として利用するか

ら大切にしたいからと，滋賀県民に対するＰＲで

あると考えた。

そこで，「琵琶湖・淀川水系の水利用」の主題

図を提示した。Ａさんは，琵琶湖の水が瀬田川，

宇治川，淀川を通ることで，滋賀県民だけでなく，

京都や大阪の住民の水として，何度も利用されて

いることに気付いた。そして，琵琶湖の水は琵琶

湖・淀川流域に住む 1400 万人の生活や産業で利

用され，人々の生活を支えたり，工業や農業をつ

くりだしたりすることを考えた。このことから琵

琶湖のある滋賀県が他県を支えている役割を担

っているからこそ Mother Lake と呼んで大切にし

ているのだと考えた。Ａさんは，滋賀県庁が県内

外へのＰＲポスターとして,環境保全の意識を滋

賀県民全体に広め，滋賀県の地方自治の活動とし

たことを理解することができた。その後，環境保

全のために，滋賀県はいつ頃から，どんな活動が

されているのか，課題を設定して追究を進めた。

（２）社会事象の意味やかかわりを明確にしたり

人々の生き方を考えたりする指導を通して

・児童生徒の変容（Ｂさん）

近畿地方の地図【資料１】琵琶湖富栄養化防止条例【資料２】
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第 14 時「地方分権と住民参加」では，前時の

地方自治体のしくみをもとに，「地方分権によっ

て，羽島市ではどのような政策がすすめられるよ

うになったのだろうか。」と問題を提起し，岐阜

県の市町村合併状況の資料を提示した。

そして，ニュースや新聞記事，今まで聞いたこと

等を手掛かりに，以下のような話し合いがされた。

・岐阜県内の市町村合併は，平成 15 年以降が多い。また，

ほとんど大部分が合併しており,していない市町村は数

えるほどしかない。

・飛騨市などの山間部の市はいくつもの村が集まりすごく

広くなったこと,大垣市などの飛び地ができた市がある

こと，長野県の山口村と合併した中津川市，世界遺産白

川郷のある白川町は合併していない等，平野部や山間

部，人々の生活圏，歴史や文化の違いから市町村合併が

行われ，岐阜県独特の特徴がみられる。

・これは，過疎化，高齢化にともなう税収の少なさが合併

した理由であり,反対に，人口が多く財政が豊かな市は

合併していない。

Ｂさんは，平成の大合併の波に乗って羽島市が

岐阜市との合併を進めていたのに，最終的には合

併せずに独自の路線を進み始めたことに関心を

もった。その時のＢさんの感想である。

岐阜県南部は，合併していないところが多く，羽島市も

その一つだけれど，北部は経済や人口の面で厳しいから合

併しているところが多い。白川村は，税収が安定している

から，また世界遺産なので合併していない。羽島市が合併

しなかったのは住民投票で決めたらしいけど，合併しなけ

ればならないような財政じゃなかったからだと思う。もし

今後，岐阜市との合併の投票があるのならば，私はどちら

にするか決めかねると思う。合併したらゴミ処理場の問題

や地方税も多くなり，解決することが多くなると思う。け

れど，今まで暮らしてきた羽島市の名前がなくなってしま

うのは認めたくないという気持ちが強い。これから先，も

っと羽島市や岐阜市のことを知れば，考えが変わってくる

んじゃないかなと思う。それぞれメリット，デメリットを

きちんと吟味して，これからあるかもしれない住民投票に

備えたい。

そして,羽島市の財政と施策について資料をも

とに追究した。Ｂさんは羽島市の財政や政策を調

べるために，「広報はしま」，「平成 21年度，一般，

特別会計予算案」，「羽島市第五次総合計画」等の

資料や羽島市の土地利用分布図を読みすすめた。

個人追究後に全体で交流し，羽島市の財政状況

について話し合った。

・人口７万人の羽島市は，65 歳以上の老人の割合が最も

多く，高齢化して

いる。

・30～40 代の人口

は２番目に多く，

正木町や竹鼻町

などの市の中心

部の転出入が多

く，人口が増え続

けている。

・財政における歳入

は,市税等の自主

財源が 65％，市

債 等 の 借 金 が

15％，地方交付税

等の依存財源が

20％である。

・歳出は，民生費，

教育費，病院事

業，中学生までの医療費無償化，老人保健，介護保険

…など，福祉関係の費用が大半を占めている。

・次に，目に付いたのが，小・中学校の耐震化工事，小学

校のプール改修費，岐阜国体にともなう運動公園整備

費，河川や道路，羽島インターチェンジ整備等であった。

Ｃさんは，羽島市の財源の歳出や歳入の内訳を

読み取って，以下のように意見をまとめた。

岐阜県内の合併状況【資料３】

羽島市土地利用図【資料４】
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わたしは，羽島市の財源をみて，道路の整備やバリアフ

リー化など子どもや高齢者も快適で安全に安心して暮ら

せる街づくりをしていることが分かりました。また，歳出

の老人保健や介護保険から高齢者の暮らしも支えている

ことが分かったし，Ｄさんの意見から道路の整備などをす

ることで将来へ向けての基盤づくりをしていることも分

かりました。歳出の教育費の割合が高いから教育にも力を

入れている。

わたしは，羽島市の歳入は市税の割合が少なく,国庫支

出金や市債などの国からのお金や借金が多いので，10 年後

は税金をしっかり納めて，今よりも高齢者が増えると思う

ので高齢者を支えていきたいです。また，新しい課題とか

これから先，出てくると思うので自分たちにできることを

考えていくことも大切だなあと思いました。

【Ｂさんの学習プリント】

Ｂさんは，仲間の話を聞きながら，羽島市の財

政における歳入面に強く関心をもち，以下のよう

にまとめた。

国からのお金に頼らない自立した地方自治ができてい

るということなんだろうけど，それをなくしてしまうと数

十億円もなくなってしまうので，まだまだ理想的な地方自

治はできそうにないということが分かる。住民は国税を払

うのではなく，どうせ返ってくるのだから最初から地方税

にしておけばいいと思う。そう思ったけれど，やっぱり人

口が少ないところにとっては不利だという点が否めない。

どうにもむずかしい問題だけれども,一回過疎状態のとこ

ろは多くの税金を貰って町おこしをするべきだと思う。町

おこしをすれば，ある程度の税金は安定するから，自立的

な地方自治ができるようになると思う。田舎は田舎だから

しょうがないという考え方はやめて，本当の民主主義がで

きるようにしていくべきだ。

羽島市の場合，地方交付税などの依存財源をなくせば，

76 億円以上がなくなってしまうことになるので，自主的

な地方自治ができていないことが分かる。民生費に多くが

使われているので住みよい街になるからいいことだと思

う。わたしも将来はしっかりと税金を納めて市税を増やせ

るようにしたい。また，自分が納めているお金が何に使わ

れるかぐらいは知っておきたいので,「広報はしま」など

を見ておくようにしたい。どのような市になるのか楽しみ

な気持ちが強い。

Ｂさんは，市の財政の歳出と歳入の内訳の資料

を考えの根拠として，羽島市をみつめながら日本

の地方自治の課題について考え，意見をもつこと

ができた。また，羽島市民として将来の住民とし

ての立場に立って考えることができた。

（３）成果と課題、課題解決の方途

・単位時間の授業の役割や位置付けを行ったこと

で，資料活用・技能表現に焦点をあてた授業に

おいて，地図や分布図，主題図などの読み方と，

それらの諸地図を選択，加工し，課題追究の根

拠として活用できるように指導することがで

きた。

・中学 1 年生の地理的分野「身近な地域」の学習

における羽島市の学習と，中学 3 年生の公民的

分野の「地方自治」の学習をかかわらせて，地

図や諸資料を活用して，住民の一人として学習

することができた。

・課題追究学習の小集団交流，全体交流では，個

人追究の根拠として活用した地図や諸資料を

提示しながら交流することができた。

・どの子にも，地図や諸資料を読み取り，自信を

もって発言できるように，指導の工夫が必要で

ある。的確な生徒の実態把握と，発言や発表方

法のきめ細かい指導方法を確立させる。


